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第2図　稚苗，中苗における茎葉窒素濃度と土塊窒素の推移

苗．多肥条件の場合，イネに吸収しきれず残存した窒

素が認められ，これが節間伸長→倒伏の原因になった

と考えられる。

このことから水管理等を含む土壌Ⅳの制御技術がな

お不充分であることが指摘される。

4　　ま　　　と　　　め

1．トヨニシキ稚苗の生育経過，収量構成要素など

を重回帰分析法で解析し，70吻／aレベルでの予測が

作成されている。これを用いて時期別生育目標値を設

定した。

2，その結果，トヨニシキ稚苗で期待生育および収

量（平均75晦／a）を達成できた。

5．また，キヨニシキ中苗で77吻／a，畑甫7引吼／a

の収量が得られ，苗質が異なってもこの予測式がほぼ

適合しうると考えられる。

4．これらから目標とする生育，収量に接近するた

めの時期ごとの技術的診断はこの予測式より求められ，

さらにより高収量水準への技術的対応方法をみいだす

ための手がかりが得られるものと考えられる。

水田高度利用のための機械移植用晩植苗の育苗法

第1報　育苗様式別の育苗日数と苗素質
＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊

下田英雄・吉　田　浩・山崎栄蔵

1　ま　え　が　き

食糧および飼料の自給率向上を図るに当って，今後

東北においても水田の高度利用は重要な課題になると

思われる。

そこで，昭和50年度より，水田裏作の導入と，それ

に伴う表作水稲の晩植栽培に関する試験を行なってい

るが，寒冷地において，これの機枕利用による省力か

つ安定多収技術を確立するには，とくに水稲晩植栽培

で困難な問題が多い。とりわけ，機械移植による場合，

良質健苗の育成がその成否を左右するカギになると考

えられるため，育苗法の確立を一つの大きな柱として

検討を進めている。

今回は，そのうち50年度に実施した．育苗様式およ

＊Hideo SHIMODA，HiroshiYosHIDA，Eiz6YAMAZAX工（山形県農業試験場）
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び移植期別匿みた育苗日数と苗素質の関係について報

告する0

2　試　験　方　法

（1）品　種：キヨニシキ

（2）想定移植期：①‘月5日（青刈飼料作跡想定），

（参6月15日，③8月25日（オオムギ実取跡想定）

（3）育苗日数：①50日，②55日．③40日

（4）播種期：（2）（3）の組合せから，4月25日より5

月25日まで5日間隔で7回播種。

（5）育苗様式と育苗法

育　 苗　 様　 式 播　 種　 量 施肥量 （元肥 甘．P．X ，追肥 N 成分量）

① 箱 （多孔底 ）散播育苗 12 5 才／ 箱 箱下 5 才／礪 箱内 言 冥 ㌔ ／箱

（参べ－ ポ ー ポ ッ ト育 苗
2 ～ 4 粒／ ポ ッ ト
（70～80 才／冊 ）

1 冊当 り，上記箱内 と同 じ

苗代は，畑苗代ビニールトンネル方式とし，出芽揃

後は，ビニールの開閉により温度調節を行なった0

（6）温度軋定．：床内気温を，床上50C節地点で測定0

5　試　験　結　果

1　苗の生育

全般に，晩播になるほど，また，同一移植期では長

期育苗になるほど，草丈の徒長が著しく，枯葉も多く

なる傾向にあり，苗質の低下をきたした。また，その程

度は，ベーパーポット苗に比べ箱散播苗で大きかった0

葉数は．播種後20日で．播種期の最も早い4月25日

第1麦　笛の生育状況

播箱散播苗を除き，5葉以上に達し，移植時には，移

植期の最も早い6月5日楯の箱散播50日を除いて，4

菓以上に逢した。また，苗別にみた出菓速度は，全般

を通じてペーパーポット帝で早く，箱散播苗では，第

1菓開高の伸びも大きかったことから，若干遅れた。

地上部の生体重は，箱散播苗で重い傾向にあったが，

乾物重ではペーパーポット苗と大差なく，また，ペー

パーポット苗では徒長程度が小さかったことから，乾

物率．充実度では勝る結果となった。

以上を総合して，育苗様式別にみた苗質は．ペーパ

ーポット苗が箱散播苗に勝った（第1表）。

移

植

期

育

苗

日

数

苗

別

播 種 2 0 日 後 移　　　　　　　　　 植　　　　　　　　　 時

草　 丈 菓　 数 草　 丈 葉　 数 茎　 数

第 1 葉

斡 高

枯　 葉

地 上 部 重 板 部

乾 物 重

乾 物 率 充 実 度

生 体 重 乾 物 重

8

月

日

箱

C 粛 杖

2 ．5

C ；呼 枚 本 C 祁 杖 タ／10 0 個 P ′10 D q ク′18 0 個 喀 ∬汐／ C 瀦

5 0
1 4 ．1 2 1．2 5 ．6 1．0 5．8 0．5 1 8 ．2 2 ．7 0 ．8 14 ．8 1．2 7

へ 1 2 ．0 5 ．0 1 エ ロ 4 ．1 1．0 2 ．7 0．5 1 8 ．6 5．5 1．5 1 7 7 1．9 2

5 5

箱 14 ．5 5．1 2 7 4 4 ．2 1．0 5．2 1．0 2 R d 4 ．0 0．7 1 5．5 1．4 6

5

日

一ミ 1 1．° 5．2 1 8 ．5 4 ．° 1．1 2 ．8 1．0 2 2 ．0 5．8 1．4 1 ス 5 2 ．0 5

4 0
箱 14 ．4 5．0 2 5 ．8 4 ．5 1．0 5 ．2 1．4 2 0．8 5．5 0，9 1 5 ．9 1．2 8

ペ 1 5．d 5．1 1 9 1 4 ．7 1，1 2 ．8 1．5 2 5．2 4 ．6 1．5 1 貸 8 2 ．4 1

6

月

5 0
箱 1 8 ．2 5 ．0 5 4 ．1 4 ．1 1．0 4 ．0 1．4 2 鼠 8 4 ．4 0 ．7 1 4 ．7 1．2 8

へ 1 5，1 5 ．1 2 1．8 4 ．6 1．0 2 ．d 1．5 2 5 ．8 4 ．5 1．2 1 8 ．2 1．9 7

5 5

箱 1 1．0 5 ．1 5 5 ．1 5 ，0 1．0 2 ．5 2 ．2 5 2 ．8 5 ．1 0 ．8 15 ．5 1．5 ㌢ ‾

1 5

日

へ 1 0 ．6 5 ．1 2 0 ．8 4 ．9 1．5 2 ．5 1．5 2 占．8 4 ．8 5 ．2 1 ス 9 2 ．5 1

4 0

箱 1 4 ．1 2 ．5 5 2 ．D 4 ．5 1．0 4 ．1 1．4 2 鼠 7 5 ．0 0 ．9 18 ．5 1，7 2

へ 1 2 ．0 5 ．0 2 1．9 4 ．6 1．0 2 ．9 2 ．1 2 4 ．5 4 ．8 1．2 1貪 る 2 ．1 9

8

月

S D

箱 1 8 ．5 5．5 5 5．4 4 ．8 1．1 2 ．7 1．8 5 5 ．5 4 、2 0．d 1 1．9 1．2 7

べ 1 鼠 0 5．9 5 0．2 4 ．8 1．0 2 ．8 1．9 5 5 ．5 4 ．° 0．9 1 5．7 1．5 5

5 5
箱 1 8 ．8 5．1 5 1．9 4 ．5 1．0 5．1 2 ．0 2 7 5 5 ．8 0．7 1 5．9 1．19

2 5

日

へ 1 7 8 5，4 2 8 ．5 4 ．4 1．0 5．0 2 ．1 2 4 ．1 5 ．6 0．7 1 4 ．9 1．2 8

4 0

箱 1 8 ．2 5 ．0 4 0 ．1 5 ．2 1．0 2 ．8 2 ．2 4 2 ．5 5 ．9 1．0 1 5．9 1．4 7

．人こ 15 ．1 5 ．1 5 0 ．8 5 ．1 1．1 2 ．7 2 ．2 5 A d 5 ．2 1．4 1 4 ．2 1．8 9

注．1）箱：箱散播苗，　べ：ペーパーポット苗

2）枯葉は，枯死率を100，80，50，50，0多の5段階で調査し，それぞれ枯葉1，0・8・0・5・〇・5・0

枚とした。
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2．苗の形質と績算気温との関係

苗形質のうち，菓数．草丈，充実度と，育苗期間中

の積算気温（床内日最高最低平均気温の積算値）との

関係をみると（第2表，第1～5図），いずれの育苗

様式によっても，播種後20日以降の葉数，充実度につ

いては，槙算気温と直線で表わせる正の相関が認めら

れ，草丈についても，積算気温800℃以下では同様の

関係が認められた。

このことから，箱散播苗では約600℃，べ－パーポ

ット苗では約550℃で，4葉に達するとみられ，この

とき草丈は，それぞれ25細，18C詔程度，充実度は，そ

れぞれ1．5呼／／セ都，1．7mク／セガ程度と認められた。

第2表　育苗期間の積算気温

移 育 2 0 5 0 5 5 4 0

柏
百

日
日 日 日 日

期 数 間 間 間 間

‘

日 ℃ ℃ ℃ ℃

5 0 5 8 8 ．8 5 7 2 ．1

7 7 1．4

月

5
5 5 5 9 1．2 5 d 5 ．5 6 5 8 ．2

日 4 0 4 0 4 ．2 5 9 2 ．5 8 7 8 ．5

d 5 0 5 8 鼠 2 5 8 2 ．°

月

1 5
5 5 5 8 0．0 5 8 8 ．6 8 7 鼠 7 －

日 4 0 5 8 8 ．8 5 7 2 ．1 8 7 5 ．2 7 7 4 ．5

‘ 5 0 4 2 1．9 ‘5 5 ．1

月

2 5
5 5 4 1 0．5 8 2 4 ．1 7 2 鼠 7

－

日 4 0 5 8 鼠 2 5 8 2 ．d d 9 0 ．0 7 9 8 ．6

注．培算気温は，床内の日最高最低，平均気温の填
算値
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第2図　草丈と槙算気温

4　考　　　　　　察

水稲晩値栽培では，できるだけ葉数の進んだ苗を得

ることが望ましいが，本試験の結果からみて，踏械移

植を前提とした場合，椀械適応性からくる播種量（密

度）の制約から，菓数を進ませるために育苗日数を長

くすることは，高温による徒長／過繁茂による枯葉の
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増加など，苗質の低下を招き，かえってマイナス要因

を多くするとみられた。

そこで，比較的葉数の進んだ（4枚以上），しかも

苗質低下程度の小さい苗を得る育苗日数としては，苗

形質と槙算気温との関係からみて．箱散播，ペーパー

ポット　いずれの育苗様式でも，‘月5日櫓の場合は

55～50日，8月15日楯の場合は50日，8月25日概の場

合は50～25日程度が適当と推定され，晩楯になるほど

育苗日数を短縮した方が良いとみられた。

なお，さらに良質苗を得るためには，本試験の結果

からも，播種量（密度）が苗賀決定の大きな要因とみ

られたことから，擁械適応性とも関連づけた播種量の

減少，さらに施肥法についても，今後検討を要する課

題と思われる。

低温処理時期とイネ宙立枯病発生の関係（予報）
＊

小　川　勝　美・渡　部

1　ま　え　が　き

箱育苗において苗立枯れ症状を呈する病害としては，

すでに数種類報告されている。その中でも．F肌用rh弗

属乱．巧再行跡属菌によって起る低温性の甫立枯病は，

育苗期間にしばしば低温に遭遇する寒冷地において，

最も重要な病害の一つと考えられる。これらの発生要

因については多くの報告があるが，イネ苗の生育ステ

ージ，苗素質，品種等の面から考察されたものは少ない。

筆者らは，低温と苗立枯病発生の関係を，低温処理

時期の面から検討した。その結果の概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）供試品種　ササミノリ

（2）供試土壌　火山灰畑土壌（畑イネ跡地）

（3）施肥量（箱当り）硫安10才，過石1Zd牙，塩加5．5才。

（4）育苗法　ホルマリン消毒，催芽後箱（dOX50（：珊）

当り120才，200才（乾籾換算）を播種し，52℃で出

芽処理．その後ガラス室で管理した（加温出芽→ガラ

ス室一十低温処理→ガラス重（12～52℃））。

（5）低温処理法　所定の生育ステージに，0～2℃

の微風に24時間処理した。

（6）区の構成条件

0播種法　A　5月8日　120才／箱播種

B　5月8日　？00才／箱

C　5月9日　200才／箱

0時　期　1　播種2～5日後（出芽直後）

2　ク　5～8日後（出芽5日後）

5　播種8～9　日後（1菓期）

4　ク10・～11日後（　2　葉期）

5　ク15～1d日後（2，5葉期）

d　対　　照

（7）試験規模　通常の木製育苗箱の％（50×20C詔）

大のものを使用し，1地理2箱とした。

（81調査法　低温処理後の苗の生育状況（播種16日

後）を観察するとともに，つぎに示す立枯苗．褐変苗，

生育不良苗を調査した（播種22日後）。

立枯苗；較～鞠葉部は褐色または腐敗を呈し，葉

身は黄化枯死または播いて青枯症状を皇して枯死。

褐変古重症；板～開菓部に褐変症状が認められな

い。首長は健全苗の半分以下。

褐変苗軽症；棍～鞘葉部に褐変症状が認められる

が，葉身の枯死は認められない。酋長も健全苗と差異

がない。

生育不良苗；褐変症状は認められないが．酋長が

健全苗の半分以下のもの。

5　試験結果及び考察

低温処理時期と苗立枯病発生および苗の生育との関

係をみると，第1表および第1図のとおりであった。

全処理中，処理後苗立枯症状が認められたのは200

才まき（B・C区）の播種8～9日後（1葉期）処理

のみで，120才まき（A区）では認められなかった。

しかし，播種2～5日後処理ではA．B，Cの各区と

も，第1葉が帯状に黄化し，葉が出すくみ，生育不良

になる現象が認められ，この傾向はとくに播種2日後

＊KatSumiOGAWA，ShigeruWATANABE（岩手県立農業試験場）


